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方
創
生
と
は
、
「
地
方
経
済
の
振

　
　
　

興
に
よ
り
、
若
者
を
中
心
に
地
方

の
人
が
地
元
で
働
き
、
豊
か
に
暮
ら
せ
る

よ
う
に
し
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
人
口
減

少
対
策
に
も
つ
な
げ
、
地
方
か
ら
日
本
を

元
気
に
し
よ
う
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

発
端
は
、
民
間
の
研
究
機
関
で
あ
る
日

本
創
生
会
議
人
口
問
題
検
討
分
科
会
（
以

下
創
生
会
議
）
が
出
し
た
人
口
推
計
で
す
。

　

創
生
会
議
は
、
国
の
機
関
で
あ
る
国
立

社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
（
以
下
社
人

研
）
の
人
口
推
計
結
果
に
対
し
、
20
～
30

代
の
女
性
（
以
下
若
年
女
性
）
が
大
都
市

圏
に
流
出
す
る
可
能
性
を
条
件
に
加
え
て

独
自
推
計
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
０
年
～

２
０
４
０
年
ま
で
の
間
に
若
年
女
性
が
５

割
以
下
に
減
少
す
る
自
治
体
を
、
消
滅
可

能
性
都
市
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

創
生
会
議
の
推
計
に
お
け
る
香
美
市
の

若
年
女
性
の
減
少
率
は
48
・
６
％
。
５
割

以
下
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
非
常

に
高
い
減
少
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
創
生
会
議
の
推
計
結
果
を
受
け
、

昨
年
９
月
に
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
を
設
置
し
、
同
年
12
月
に
国
版
の
総

合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地

方
自
治
体
も
、
独
自
の
総
合
戦
略
を
策
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、
９
月
に
香
美
市
版
総
合
戦

略
を
策
定
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
掛
け
、
豊
か
な
香
美
市
を
次
の
世
代

に
残
す
た
め
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

べ
き
テ
ー
マ
、
そ
れ
が
地
方
創
生
で
す
。

いざ、地方創生
香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略

特
集

地

最近よく耳にする地方創生とは、つまり何だろう

いざ、地方創生

　
　
　

口
の
現
状
分
析
を
行
い
、
香
美
市

　
　
　

が
今
後
目
指
す
べ
き
人
口
の
将
来

展
望
を
示
し
た
香
美
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
。

こ
れ
は
、
社
人
研
の
推
計
を
基
に
し
て
、

出
生
率
の
向
上
や
社
会
移
動
の
増
加
へ
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果

を
見
込
み
、
独
自
に
推
計
し
た
も
の
で
す
。

　

２
０
６
０
年
の
人
口
は
、
社
人
研
推
計

に
よ
る
１
万
４
６
８
１
人
よ
り
４
７
２
３

人
多
い
、
１
万
９
４
０
４
人
と
推
計
し
、

下
の
と
お
り
目
標
人
口
を
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

『
出
生
率
の
向
上
』
と
『
社
会
移
動
の
増

加
』
の
２
つ
の
側
面
か
ら
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

出
生
率
の
向
上

　

平
成
20
年
か
ら
平
成
24
年
の
合
計
特
殊

出
生
率※

１
・
38
人
を
、
２
０
４
０
年
ま

で
に
、
国
が
定
め
た
水
準
の
２
・
07
人
ま

で
上
昇
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

※

１
人
の
女
性
が
一
生
に
産
む
子
ど
も
の
平
均
数

　

社
会
移
動
の
増
加

　

２
０
２
０
年
ま
で
に
転
入
者
数
が
転
出

者
数
を
上
回
り
、
そ
れ
以
降
は
年
間
30
人

程
度
の
増
加
を
目
標
と
し
ま
す
。

人

人口減少に対応すべく、香美市が描くビジョンとは

人口の変化が与える影響は

人口ビジョンで目指す目標人口

香美市人口ビジョン ・・・３Ｐ

・・・４～５Ｐ

・・・６～７Ｐ

香美市の人口の現状や動態を分析し、今後

目指すべき将来の目標人口を示すもの。

総合戦略に市民の声を生かすため、市民・

工科大生・中学２年生を対象に実施。

■問い合わせ先　企画財政課☎５３－３１１４

人口減少に歯止めを掛け、豊かに住み続け

られる香美市であるように、今後取り組む

目標と具体策を定めた５年間の計画。

　生産年齢人口の減少により、個人市民税をは

じめとした地方税収の減少が考えられます。

　また、市内の保育園・幼稚園・小中学校にお

ける２０１４年の児童・生徒数は、合計すると

２，４１７人ですが、このまま何の対策もせずに

１４歳までの人口が減少した場合、

保育・教育施設の維持が難し

くなる可能性があります。

　さらに、介護保険制度や

集落活動の維持など、さま

ざまな面への影響が出るこ

とが考えられます。

香美市まち・ひと・しごと

創生総合戦略

香美市まち・ひと・しごと創生総合戦略

アンケート調査

香
美
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

短期目標

（２０２０年）

中期目標

（２０４０年）

長期目標

（２０６０年）

４５年後の人口　１９，４００人▲

人口規模１９，０００人を維持▲

生産年齢人口比率５０％以上を維持

社人研推計 香美市独自推計

社人研推計と比較し

4723人の増加が目標

２５年後の人口　２１，７００人▲

人口規模２１，０００人を維持

５年後の人口　２５，９００人▲

転入者数が転出者数を上回ること
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